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１.現状１.現状

・食料価格、再び高騰

・北アフリカ、中東等国々の社会不安

と輸入食料インフレ
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世界の穀物価格
長期低迷後、高騰、再び高騰
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基礎的食料品の価格上昇と社会不安

 北アフリカ、中東、中米などの社会不安には輸入食料インフレ

 穀物自給率の高いアジアでは暴動がほとんど起きなかった

アジアに比べてアフリカの輸入依存率が高い
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基礎的食料品の価格上昇と社会不安
 特に近い北アフリカ
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基礎的食料品の価格上昇と社会不安
 アフリカの食料品価格も人件費も高い

モザンビークで出会った中国の農民工

77



基礎的食料品の価格上昇と社会不安

 グローバル化の波に巻き込まれたアフリカ、中南米などの食料問題

 中米、カリブ海地域の輸入依存率が高い 中米、カリブ海地域の輸入依存率が高い
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基礎的食料品の価格上昇と社会不安

 中国も食料品の輸入インフレ

中国の大豆輸入 世界の約半分 中国の大豆輸入、世界の約半分

 大豆の貿易の集中度が高い

 米 伯 アルゼンチンの輸出は合計 米、伯、アルゼンチンの輸出は合計
で世界の約９割
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基礎的食料品の価格上昇と社会不安

 穀物自給率の高いアジアでは
大きな暴動がほとんど起きなか
った

アフリカに比べて人件費が安い アフリカに比べて人件費が安い

1010



基礎的食料品の価格上昇と社会不安

 アジアのコメ輸出国：

タイ、ベトナム、インド

小麦輸出： 中央アジア

1111



基礎的食料品の価格上昇と社会不安

 アジアの中で穀物の輸入依存
度が高まっている途上国度が高まっている途上国

フィリピン、インドネシア

（2008年に暴動発生）（2008年に暴動発生）
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２.食料価格高騰の要因２.食料価格高騰の要因

・投機資金

・バイオエタノールイオ タノ

・新興国などの人口増と所得増による需要増
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世界の穀物生産量、通常範囲内の増減世界 穀物生産量、通常範囲内 増減

2010/11年度 小麦が減産したが、他は増産

ロシアの小麦輸出制限が引き金

2008年、オーストラリアの干ばつによる減産が引き金

いずれも通常範囲内の増減範囲 増
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世界の穀物価格と米国期末在庫率の関係世界 穀物価格と米国期末在庫率 関係

2010年の期末在庫 2010年の期末在庫
率は1995年と同じ、
低い低

 2005年まではとうもろ
こしの国際価格は米
国 期末在庫率国の期末在庫率にほ
ぼ依存し、連動してい
た（相関係数R2が意た（相関係数R2が意
味あり）。

 2006年以降米国の
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在庫率と国際価格の
関係は2005年以前と
大きく変化した 15大きく変化した



世界の穀物価格と米国期末在庫率の関係世界 穀物価格と米国期末在庫率 関係

 小麦も同様の傾向

 10年度の在庫率が
高高い

 ほかの要因が強い
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穀物価格高騰の要因、投機資金
トウモロコシの価格に強く影響するヘッジファンド

（投機性が強く短期間）
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穀物価格高騰の要因、穀物由来のバイオ燃料
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穀物価格高騰の要因
エタノールと農業補助金の関係エタノールと農業補助金の関係
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穀物価格高騰の要因、バイオ燃料

バイオ燃料促進策
 連邦税額控除(VEETC)
エタノール混合ガソリン製造業者
に対しに対し

51セント／1ガロン（08年まで）

45セント／1ガロン（09～11年末)45セント／1ガ ン（09 11年末)
その先、未定

 国内生産の保護

輸入関税54セント／１ガロン

写真 2008年2月サンパ ルで
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写真 2008年2月サンパールで

2010年から砂糖価格の高騰によりブ
ラジルは米国からエタノールの輸入

20
すら取りざたされている



３.世界食料貿易市場の問題３.世界食料貿易市場の問題

・世界穀物貿易市場の規模の限界

・欧米等先進国の穀物供給過剰欧米等先進国 穀物供給過剰

・途上国の主食穀物の輸入増
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世界穀物貿易市場の問題

 世界の穀物生産状況 近年年間 20～22億㌧

3大穀物への集中、1961年73.3% → 2009年87.5%
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世界穀物貿易市場の問題

 世界穀物貿易市場の規模の限界

 最大の穀物貿易品種小麦でも約15% （EU域内貿易量を除
く）く）

 基礎的穀物の基本的自給
近年

 小麦貿易量約1.3億ｔ

（含EU域内貿易約2000万㌧）

生産量の約2割
EU域内貿易を除いたら約15%

 ﾄｳﾓﾛｺｼ貿易量 ﾄｳﾓﾛｺｼ貿易量

約1億㌧、生産量の約13%

 コメ貿易量
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約2500万㌧、生産量の約5%

 大豆貿易量
23

約8000万㌧、生産量の約34%



世界穀物貿易市場の問題
穀物の輸出は、主として欧米先進国

 トウモロコシの輸出国と
シェアの集中度は高い

 小麦の輸出国とシェア
の集中度は低い
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世界穀物貿易市場の問題

 小麦の輸入は日本と韓
国を除けば 主として欧国を除けば、主として欧
州と米国に近いアフリカ、
中米等途上国
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世界穀物貿易市場の問題

 米国、EUの補助金 → 供給過剰 → 安い価格での輸出

 途上国の輸入関税が低い 途上国の輸入関税が低い

 かつて大量の無償援助穀物は食糧増産のモチベーションに影響
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輸４.中国の穀物輸入増の可能性と影響

・トウモロコシの動向がポイント

・高い自給率を維持しながら高 自給率を維持しながら

・小麦もコメも輸入増の可能性

・国際市場への影響が大きい
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国際市場 の影響が大きい
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中国の食料品価格大幅上昇の要因

2004年から連続7年間の豊作で
も国内穀物価格上昇も国内穀物価格上昇

 飼料需要の増加

大 が輸 頼 た 大豆が輸入に頼っているため、

植物油や飼料原料の価格は国

際価格の影響を受ける際価格の影響を受ける

 石油価格の高騰による化学

肥料や輸送コストの上昇肥料や輸送 ト 上昇

 土地価格の上昇

 人件費の上昇

28

 流通体制の未整備

直近でも野菜価格暴騰→暴落
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中国のトウモロコシ輸入中国のトウモロ シ輸入

 転換点にきた中国のトウモロコシ輸入

 高い自給率を維持ながら増えつつある輸入

 中国トウモロコシの生産量の世界に占める割合

中国の飼料需要 対 米国のエタノ ル需要 中国の飼料需要 対 米国のエタノール需要

 中国のトウモロコシの輸入量

1982年 157万㌧1982年 157万㌧

1983年 211万㌧

1987年 154万㌧

29

1995年 518万㌧

2010年 157万㌧
29



中国のトウモロコシ輸入中国のトウモロ シ輸入

輸 トウモロコシエタノールの粕、ＤＤＧＳの輸入も急増

 ＤＤＧＳの輸入、ＧＭＯの有無と関係なし、輸入枠の制限なし

 中国の年間飼料総需要1億5000万トン その10%は1500万ト 中国の年間飼料総需要1億5000万トン、その10%は1500万ト
ン

国内年間のＤＤＧＳ供給量は150万トン、不足分1350万トン

 ＤＤＧＳの輸入量

2009年 64万トン

2010年 316万トン

 今後も増加の可能性
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中国のコメと小麦の貿易動向中国のコメと小麦の貿易動向

 コメは輸出 小麦は輸入 コメは輸出、小麦は輸入

外貨稼ぎの手段でもあった

 高い自給率を維持しながら給 維

再び輸入へ

 今後、輸入の増加
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 耕地面積減少

 水不足
31



まとめまとめ
 穀物価格、高い水準と変動幅の拡大

投機資金への適当な規制

穀物由来のエタノール優遇策の適当な削減

もし中国のトウモロコシ輸入も大幅に拡大したら

基礎的穀物 基本的自給 維持 基礎的穀物の基本的自給の維持

適正価格

関税措置の必要性、国内再生産ができるように関税措置 必要性、国内再生産ができるように

 農業への投資拡大 品種開発、灌漑、加工、インフラ

 先進国の援助 品種開発、灌漑、加工、インフラ

 南米もアフリカも増産の余地が大きい
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